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さえ、全面的にそれに頼よろうとはしな 。 ・・・彼のそのときどきの欲望の大部分は、他の人々 場合と同じように、取決めにより、交換により、また購買によって（
by treaty, by 
barter, and by purchase ）  充足される」 。
　
第二次世界大戦終了後の世界において、貧困撲滅は人類が解
決すべき一大問題として大方の合意 得てきた。またその手段として、様々な形態の援助が有効であるとされてきた。しかしこれまで膨大な額 のぼる援助資金が供与され にもかかわらず、依然として世界 貧困撲滅という課題解決のめどはたっていない。何故であろうか。 や慈善は一方向的である
ためである。 「施しは金を受け取る者の尊厳を奪い、収入を得ようとする意欲をも奪い去ってしまう」とユヌスは書いている。これに対し「取決めによる、交換による、購買による」充足は双方向的なものであって、人々の尊厳が損なわれること な 。貧しき人々を施 の対象として見るのではなく 彼らの中に潜んでいる能力を引き出し、自立させることが貧困撲滅の最も確実で効率的な方法であり、それは対等で互恵的な制度であ 市場を活用することによって可能になる。貧しき人々を市場の外に追いやるのでは く、生産者あるい 消費者とし 市場に参加させる様々な工夫が求められ いる。　
いつぞやＮＨＫの 「インド特集」 で、 ヒンドゥスタン ・ リヴァー
社が、それまで家庭に閉じ もっていた主婦を、近くの農家に石鹸やシャンプーなどを売 訪問販売員 して採用し 農村市場の開拓を進めてい 話が取り上げら
た（注）
。映像の中の主





（注）Ｃ． Ｐ． プラハラード『ネクスト・マーケット』 （英治 版）の「ケース・スタディー」にとりあげ れている。
